













勢も，1942 年 6 月のミッドウェー海戦での大打
撃に引き続く 1943 年 2 月よりのガダルカナル島










　こうした情勢を前にして，1943 年 1 月 4 日，
日本政府は「大東亜戦争完遂ノ為ノ対支処理根本
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たが（表 6，前号 21 頁），40 年代に入ると諸物価
の騰勢は激しく，上海小売物価動向を示す表 8 を
参照すると，1944 年 4 月から翌 45 年 4 月の上海








卸 100 kg：統制値 525 元，闇値 1,820 元，小麦粉
卸 1 袋：統制値 223 元，闇値 440 元，食油卸 50 
kg：統制値 2,000 元，闇値 3,600 元，あるいは江
蘇白米小売 100 kg：統制値 56 元，闇値 280 元（5























とは困難であった（『大陸新報』1945 年 2 月 12




単位 統制値（a） 闇値（b） b/a（%） 単位 統制値（a） 闇値（b） b/a（%）
江蘇白米 100kg 525.00 1,820.00 346.7 10kg 56.00 280.00 500.0
小麦粉 1 袋 223.00 440.00 197.3 100 匁 5.80 － －
大豆 50kg 592.25 750.00 126.6 0.5kg 8.20 2.00 24.4
白砂糖 60kg 550.00 6,600.00 1,200.0 0.6kg 5.50 67.20 1,221.8
食油（大豆油） 50kg 2,000.00 3,600.00 180.0 ビール瓶 1 本 19.80 42.00 212.1
煙草（大英） 5 万本 20,833.00 40,600.00 194.9 10 本 5.00 8.00 160.0
燐寸 　　 5,240.00 16,000.00 305.3 1 個 0.40 2.50 625.0
綿糸 1 梱 10,000.00 20,000.00 200.0
綿布 1 反 375.00 700.00 186.7 1 碼 － 30.00
タオル 1 打 56.00 － － 1 本 5.00 13.50 270.0
石炭（山東切込炭） 1 瓲 497.00 1,500.00 301.8
出典： 在上海大日本帝国大使館特命全権公使・田尻愛義 1943 年 11 月 6 日発「上海市場重要商品統制値トノ比較調送付
ノ件」『各国ニ於ケル物価関係雑纂・上海物価資料』（外務省旧茗荷谷研修所旧蔵資料 E24）。
表 8　上海小売物価の騰勢（1944 年 4月～ 45年 4月）
品名 単位
価格（元） 指数：1944.4 ＝ 100
1944.4 1944.12 1945.4 1944.12 1945.4
白米 1kg 45.00 337.50 1,225.00 750 2,722
（邦人向配給価格） 1kg 7.50 62.50 167.50 833 2,233
小麦粉 1 斤 28.00 175.28 990.00 1,213 ＊ 3,535
（邦人向配給価格） 1 斤 10.88 60.00 132.00 220 1,213
豚肉 500 匁 400.00 2,250.00 6,000.00 563 ＊ 1,500
鶏卵 1 個 6.00 32.00 90.00 533 1,500
白菜 500g 27.00 66.67 932.33 247 ＊ 3,453
馬鈴薯 500g 19.00 46.67 600.00 246 3,158
豆腐 1 個 6.00 11.00 80.00 183 1,333
砂糖（白） 1 斤 12.00 992.00 1,980.00 8,267 ＊ 16,500
（邦人向配給価格） 1 斤 7.86 74.29 320.00 945 4,071
味噌（赤） 100 匁 8.50 40.00 200.00 471 2,353
食油 2 合 － 194.82 649.00 － －
（邦人向配給価格） 2 合 18.00 100.00 － 556 ※ 3,608
日本酒（1 級 1 合） 1 本 200.00 456.00 － 228 ※ 1100
（邦人向配給価格） 1 本 88.00 248.00 2,200.00 282 2,500
麦酒（4 合入） 1 本 120.00 95.00 700.00 79 583
（邦人向配給価格） 1 本 17.00 58.00 290.00 341 1,706
煙草（大英） 1 箱（10 本） 19.00 100.00 200.00 526 1,053
（総領事館等認可価格） 1 箱（10 本） 5.00 18.00 － 360 ※ 4,000
ワイシャツ 1 枚 350.00 1,800.00 5,500.00 514 1,571
革靴（男物） 1 足 2,800.00 13,000.00 26,250.00 464 938
理髪代（大人） 1 回 23.00 150.00 650.00 652 2,862
燐寸（小箱 18 個入） 1 包 200.00 200.00 300.00 100 ＊ 150
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感セシメ重大ナル政治問題化シツツアル
























も目に余るほどであり（同紙 1944 年 3 月 13，
14，16 日。また 5 月初旬にも顧峯衡，周乃文ら
政府高官に対し収賄罪で懲役十年の判決が出され
ている。同紙 5 月 7，10 日），戦局の困難ととも
に物資不足も深刻さを増していった。























1 月 7 日「戦時食糧を確保せよ　恵まれすぎ
た現地の “食” 生活」
1 月 8 日「勝つための消費規正　共販制総合
切符制へ」
1 月 20 日「節電のお手並み拝見」成績はま
ず上乗　…消費制限から２ヵ月，2 割 5 分達
成
1 月 24 日「お菓子屋七割を整備」…250 軒の
菓子業者の 7 割が転廃業，40 〜 50 種に限定
2 月 4 日「食米二升に減配　業者の暗躍に民
心動揺」…1 月 18 日に 2.5 升に増配後すぐ
3 月 7 日「暖簾を捨てて　業者に聴く転身の
決意」…上海の高級料理店が続々転廃業
3 月 15 日謹告「二五日ヲ以テ一律休業」…
上海三業組合（六三亭・松廼家等 24 店）
3 月 16 日「いざ必勝の鶴嘴」…17 日から民
団東区町内連合会を皮切りに金属回収開始
3 月 19 日謹告「瓦斯消費制限ニ関スル件」
…大上海瓦斯公司 4 月検針後割当量の 1 割減 
3 月 23 日「好調の金属回収　虹口区に出動」，
27 日「金属回収　敵産家屋や邦人商社にも」
4 月 5 日「外食券制度を実施」…日本人飲食
店を 3 部門に，握り寿司は 1 券で 12 個
4 月 19 日「甘党にご注意　配給量の不足は
お手製で我慢」
4 月 21 日御挨拶「20 日 8 軒に統合，22 日第
三飲食店として新発足」…上海カフェ 33 軒
4 月 22 日「白米に玉
とうもろこし
蜀黍　二割を混入」…
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今まで量質とも内地に比較し余裕ある配給
5 月 11 日「お米町内会で纏めて　個人買ひ
は止めませう」…町内会単位の一括購入に
5 月 11 日「（在華紡）紡績機械も応召　華人
女工も感激の解体作業　日本中学生も運搬」
7 月 27 日「勝抜く “暗い生活” へ　節電五割
愈来月から」…華中地区の電力消費大幅規正
8 月 8 日「鉄と銅　けふから回収始め　金属
供出へ総決起」
10 月 12 日「隣保別に配給所指定　売切れ，
行列を解消」
11 月 9 日「町内会毎に購入店を指定」
12 月 7 日「一人一日タバコ十本」































































うとしたのである。すでに，前年 1941 年の 11 月
には，各路連合会の事務所は民団庁舎内に移動し
民団が事務取扱を行っており，この各路連合会の









病院・合宿所など毎に 50 〜 300 世帯を単位とし
て地区内の日本人全世帯（含む準世帯員）を組織
するものとされた（「設置規程施行細則」第 1 条，
























れている（1943 年 5 月 10 日上海邦人食米切符配




















要望に応ずるものであり（同紙 1944 年 1 月 27 日），
その状況は，上海北四川路昭和会の婦人常会がモ
ンペ着用を会員に呼びかける動きなども生んでい














た。1942 年度の全国民の貯蓄目標は 230 億円，
うち国債消化に 170 億円（国民 1 人当たり約 170
円）が充てられていたが，華中における国債消化
の目標額は，1941 年度末まで 4,900 万円および
42 年度上期賞与の一部 500 万円，計 5,400 万円と
なっており，異常といえるほどの多額な負担で
あった（『大陸新報』1942 年 6 月 1 日「社論：国
債消化運動」同「けふから国債消化週間　太田委
員長協力を要望」）。しかし，1943 年 2 月末には，
同年 3 月末までの目標額 9,000 万円に対して 9,940
万円の金額を達成したことが伝えられている
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（『大陸新報』1943 年 4 月 6 日「国債消化　目標









は購入に協力した町内会数が 1,308 町内会，1 万
2,908 隣保班とされており，極めて多数の町内会
がこの活動に関わっていたことである（同紙
1943 年 5 月 2 日「でかした隣組」）。隣保班班長
会議や常会において「親孝行と貯蓄は同じだ，赤
誠に待ったなし」としばしば取り組まれていたの











は 1 世帯最低額を 3 千元，また別の町内会では 1
千元と強制的に割り当てることなども行われてい
る。こうした運動は，他面で興亜報国会などの呼
びかけに応じて行われており，この時期 1 ヶ月 1
世帯 10 元以上，その他戦果のあった場合は感激
貯金ないし戦果貯金として献納がなされている
（『大陸新報』1944 年 3 月 15 日「献金は自発的に
　強制割当は行き過ぎ」。なお，1 年前の大陸新
報の呼びかけによる献納運動では，陸軍に 97 式
戦闘機 3 機，海軍に中攻撃機 1 機の目標を掲げ，
1 戸 1 円の醵金の申し合わせがなされ，隣保会毎
に競争で取り組んでいることが報じられているが，
この間に献納金額が急激に増額している状況が窺












（『大陸新報』1944 年 1 月 15 日「暁天に谺する警






















10 ないし 17 の保を組織し，試験的に保甲制度の
実施を急いでいたが，1942 年 2 月 26 日には基礎
を確立したとしている（『大陸新報』1942 年 2 月






























年 2 月 1 日「現地支店及出張所経理統制」告示），
現地日本人企業の全般的経理統制を実施，当該企
業の役員・社員の給与に関しても統制を強めてい






　こうしたなか，1944 年 3 月 1 日「労務等臨時
調整規則」が決定されたが，この規則は労働力の
再配置を大きく展開させた。この規則では，①就











































いった（同紙 1944 年 1 月 14 日「労務需給調整　
重要産業に適正配置」）。その措置の根拠をなすも
のが，さきの労務等臨時調整規則であったのであ
『和光経済』第 49 巻第 1 号8
る。これによって，以前の労務対策事務所（1943






統制令の策定が検討されており，1944 年 10 月 22
日に至って「上海社員給与統制要綱」が決定され
ている（『大陸新報』1944 年 3 月 10 日「近く労
務給与を統制」，同紙 44 年 5 月 17 日「労務確保


















































































いながら，1944 年 10 月 22 日に至って決まって





正」が 1941 年 10 月にすでになされているのに対









































8 月 17 日に女子挺身隊の結団式がなされている。
その活動状況は活動開始間もない時期から能率上
昇が指摘され，順次第２次挺身隊（1944 年 11 月
21 日），第 3 次（1945 年 2 月 20 日），第 4 次（5
月 19 日）と結成されていった。日本国内での女










































































の生計費動向を示す表 10 をみると，1936 年＝
100 とし，中国工人の総指数（39 品目）で 41 年
表 10　上海在住華人（工人・給与生活者）および日本人の生活必需品物価指数（1936 ～ 42年）
年次
華人労働者 華人給与生活者 日本人
総指数 食料費 総指数 総指数 食料費
1936 年 100.0 100.0 100.0 100.0
1937 年 119.1 122.3 109.9 109.2
1938 年 150.6 139.2 128.6 －
1939 年 197.2 191.1 158.2 151.0
1940 年 428.4 460.2 282.1 291.6
1941 年 826.2 902.8 333.6 330.7
1942 年 1 月 1,208.0 1,230.7 909.4 369.2 313.4
1942 年 11 月 2,373.0 2,043.7 1,847.9 435.4 435.2
出典：南満州鉄道株式会社調査部『中南支経済統計季報』第 8 号，1943 年 3 月。
　注： 上海華人労働者及給与生活者の場合は，飲食費・住居費・被服費・雑費等の 39 品目。日本
人の場合は食料費・被服費・燃料費・雑費から構成。
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白ニ物語ツテイル
4 4 4 4 4 4 4 4
。戦争ノ一定段階デハ軍事
ガ政治ヲ決定スルガ，支那事変ハ既ニ早クヨ
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
リ政治ガ軍事ヲ決定スベキ段階ニ入ツテイル































1 ヶ月の生活費が，家族 14 人で 4 万 4,600 元，5
人 1 万 8,000 元，3 人 1 万 2,000 元，2 人 9,000 〜
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1 万 2,000 元程度とみなされるが，それに対し工
員の転職による１ヶ月収入は魚売り 9,000 元，三
輪車 1 万元，道端雑貨売 1 万 2,000 元などとなっ
ており，子供達が道端で拾ったものを売るだけで
2,000 元，女性が野菜売りで 4,500 元という収入
を得られ，工場に行かずとも家族単位では工場で
の賃銀分を得ていたのである（『大陸新報』1944









（『大陸新報』1944 年 6 月 4 日「社論：重点的な






















































15 分の 1 を田賦として納税し，1944 年度の田賦
徴収用の米糧は約 66 万石とされ，その 3 分の 1
は省軍警用米として省政府より配給され，3 分の
2 は原則として米統会に売却し，省内 4 大城市の
民生安定用米として便用する。
　農民にとっての田賦負担や 1 畝当たり 3,000 〜























れ，これが 1 日に 1 〜 2 回上海周辺各地から平均




幇は半分以上が女子で年齢は 20 〜 50 歳が 70％，
20 歳未満 17％，50 歳以上 13％，職業は，無職
が約 45％，職工を前職とする者 25％，前農民
12％，その他小商人の転向者や余業者とされて





































































































運用については，1943 年 2 月 12 日重光大使発青木大東亜
大臣宛「租界還付及法権撤廃事務開始方ニ関スル件」（上記
外務省記録）。なお，外務省条約局『租界還付及治外法権撤
廃等ニ関スル条約，取極等彙纂』1944 年 1 月も参照。
45） 大東亜省支那事務局「対支処理根本方針ノ実施概況（草









局への要望事項などを参照。1944 年 3 月「華中米穀蒐買配
給改訂暫定要綱草案私見」前掲『食糧対策綴』其の 5。
47） 1945 年 6 月 3 日土田公使発東郷大東亜大臣宛，大至急電報
「上海米穀対策」前掲『食糧対策綴』其の 5 所収。
48） 上記土田公使発「上海米穀対策」。
49） 『大陸新報』記事については，同紙 1944 年。国立国会図書
館新聞資料室所蔵。
50） 『大陸新報』1942 年 5 月 12 日参照。
51） 『大陸新報』1942 年 5 月 12 日「食米配給の要領決まる」。
その後も戦争経済が深まるにしたがって居留民の日常生活
における決戦態勢の保持・深化が要請されており，『大陸新
報』の記事においても，『大陸新報』1944 年 6 月 4 日「社
論：重点的配給制度へ」，同紙 1944 年 8 月 3 日「（矢野総領
事に聴く）居留民総決起　血と汗の御奉公へ」，同紙 1944
年 12 月 2 日「社論：居留民決戦態勢の強化」，同紙 1945 年
2 月 6 日・26 日「社論：在華邦人の心構へ」，同紙 1945 年
2 月 9 日「（支那方面艦隊報道部長・興亜報国会松島大佐講
演）現地邦人の使命に徹せよ」，同 1945 年 2 月 16 日「（上
海興亜報国会村井一郎参事）われら居留民かくあるべし」，
同 1945 年 2 月 14 日「社論：在華邦人の重大任務」，同
1945 年 2 月 16 日「社論：邦人生活転換の条件」，同 1945













1916 〜 1942　下」17-22 頁参照）
53） 『大陸新報』1942 年 5 月 9 日，同 6 月 2 日，および上海居
留民団『上海居留民団 35 周年記念誌』1041-1080 頁。
54） 前掲『上海居留民団 35 周年記念誌』1049-1056 頁。
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1943 年度 18 億 8,587 円（歳入総額の 13.5％），1944 年度 53










第 199 号，37-38 頁，1943 年 11 月，「上海経済展望（1 月）」
同第 202 号，34-35 頁，「上海経済展望（2 月）」同第 203 号，
26-27 頁，および中支那経済年報刊行会『中支那経済年報』
昭和 19 年度第 1，2 期，58-60 頁。
59） 「労務等臨時調整規則」については，前掲『中支那経済年









超勢に際会していることなどを指摘している（同紙 1 月 26
日「社論：労働確保の重要性」）。




目的については同 1943 年 7 月 2 日，3 日，4 日「中南支興
亜報国会性格と使命」上，中，下を，さらに興亜運動等へ
の現地邦人の参加推進については『大陸新報』1943 年 12



























65） 上海経済研究所『上海経済年鑑』昭和 18 年版，1942 年 12
月，399-401 頁。
66） これら当初の疎散政策に関しては，在上海日本大使館警務





67） 作成者不明「上海食米対策ニ関スル提案理由書」1942 年 12
月 16 日前掲『食糧対策綴』其の４。
68） 『大陸新報』1943 年 12 月 20 日「月曜特輯　中支労務事情
の展望（1）」。この時期の上海工業労働者数を約 25 万人
（江蘇省の工場労働者約 45 万人中の 62％）とし，うち繊維









69） 「上海経済展望（3 月）」前掲『経済月報』204 号，22-23 頁。
なお，華中の 1944 年度の米穀需要をみると，中国人用 427
千トンの必要に対し，同年の 8 月末現在で 143 千トンと
47.4％を確保し得ているに過ぎない（「19 年度，20 年度中
支食糧需給計画」前掲『食糧対策綴』昭和 18，19，20 年度）。
70） 1945 年 6 月 5 日豊田総領事発，東郷大東亜大臣宛「市政府
軍警及公務員用食米ニ関スル件」前掲『食糧対策綴』其の 5。
（2016 年 5 月 15 日　受稿）2016 年 5 月 18 日　受理
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